標　  準  　項　  目
  Ａ．　造成・アパ－ト等に対して、新規にメ－タ－を出す分については、工事用水を徴収します。
  Ｂ．　同じ敷地内で建替・増築と生活が同一の場合は工事用水を徴収しない。但し、生活用水と工事用水を別にする場合は徴収します。
  Ｃ．　配水管工事の際には、材料等が入り次第、当課に連絡の上、工事着工前に材料検査を致します。
  Ｄ．　配水管及び引き込み工事の際は、職員の立会いを求め施工等の指示を受けてから工事を始める。
  Ｅ．　量水器設置については、区画・建物図面にて当課と協議のうえ設置する。量水器を移動する場合も同様とします。
  Ｆ．　ボックス設置について、ボックスは公道際に横向きで設置する。設置は、車庫もしくは玄関に設　　　　置する。塀・石積等をくり貫いて設置する場合は、検針作業・メーター取替作業に支障にならな　　　　い様に設置（持修繕の為）。
	  　　　又止水栓、メ－タ－は、図のように設置する。
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                                                                    開ける　　　開ける　 
  Ｇ．　竣工検査にて改善を指示された場合は、速やかに改善し再検査を受ける。指示に従わない場合は　　　　通水致しません。
  Ｈ．　給水工事後の提出書類については、工事写真２部・水圧検査結果（現地立会又は検査写真）
  Ｉ．　消火栓については、副弁レバ－を通水方向に対してＯＮ・ＯＦＦに設置する。
  Ｊ．　通水後１年間かし期間とし不手際、不良材料等により漏水が生じた場合は施工業者の責任おいて　　　　現状復旧するものとする。
  Ｋ．　上記以外については、当課と協議とします。
